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第２四半期業績予想値と実績値の差異に関するお知らせ 

 

 2021年 11月 12日に公表した 2022年９月期第２四半期連結累計期間（2021年 10月１日～2022年

３月 31日）の連結業績予想値と実績値に差異が生じましたので、下記のとおりお知らせいたします。 

 

１．2022年９月期第２四半期（累計）連結業績の予想値と実績値との差異 

(2021年 10月１日～2022年３月 31日) 

 

売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主

に帰属する

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前回発表予想(A) 2,800 400 400 230 7.07 

今回発表実績(B) 3,014 868 868 535 16.51 

増減額(B-A) 214 468 468 305 ― 

増減率(%) 7.7 117.1 117.1 132.9 ― 

(参考)前期実績 

(2021 年 9 月期第 2 四半期) 
2,761 466 458 268 8.19 

 

２．第２四半期累計期間の連結業績予想数値との差異の理由 

 売上高につきましては、主力の Solution事業において、高速化サービスを中心に好調に推移し、

当初の想定を上回りました。 

 また、利益面につきましては、売上高の増加に伴い利益が増加するとともに、受領していた補助

金を早期終了した結果、期初において下期での計上を見込んでいた補助金の一部が、上期での計上

に前倒しとなったために、利益増となりました。 

 この結果、売上高、各利益につきましても前回公表の予想数値を上回る結果となりました。 

 

なお、2022 年９月期連結業績予想につきましては、売上高につきましては、主力の Solution 事

業において、引き続き堅調に推移することが見込まれております。 

 一方、利益面につきましては、Solution事業において、人材確保に注力し、採用費の大幅な増加

を見込んでおります。また、SaaS事業において、成長のための事業投資の拡大、及び販売促進の拡

大を見込んでおります。そのため、売上高、各利益につきましても、前回公表の予想数値を修正し

ないことといたしました。 



（注）上記の業績予想等は、本資料の発表時点において当社が入手している情報及び合理的であると

判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。 

 

以  上 


